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徒
、
学
生
た
ち
に
は
、
学

び
と
技
法
の
深
化
を
目
的

と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
有
効
か

つ
適
切
に
利
活
用
し
、
Ａ

Ｉ
を
「
上
手
に
」
使
え
る

者
と
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
願
い
ま
す
。
一
方
で
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
も
っ
と
も
ら

し
い
回
答
を
す
る
の
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
蓄
積
さ

れ
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を

「
学
習
」
す
る
か
ら
で

す
。

　
し
か
し
、
教
室
に
お
け

る
生
の
議
論
や
、
芸
術
作

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
加
盟
の
各
校
に
お
い

て
も
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
生
成
系
Ａ
Ｉ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
基
本

的
に
は
、
私
た
ち
の
生

品
を
前
に
し
た
鑑
賞
者
の

内
的
思
索
は
決
し
て
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
に
な
り
得
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
学
生
、
生

徒
た
ち
に
求
め
た
い
こ
と

は
、
手
っ
取
り
早
く
知
識

を
得
よ
う
と
し
た
り
、
鵜

呑
み
に
し
た
り
す
る
こ
と

な
く
、
自
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
資
料
、
す
な
わ
ち
第
一

次
資
料
や
原
書
、
原
文
に

あ
た
り
、
読
み
、
確
か
め

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
必

要
な
言
語
を
修
得
し
、
異

な
る
文
化
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に

現
場
に
赴
い
て
、
生
身
の

人
間
と
出
会
い
、
一
つ
ひ

と
つ
の
物
語
に
触
れ
て
ほ

し
い
の
で
す
。

　
究
極
的
に
は
、
私
た
ち

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
教
育

者
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に
聖
書
に
記

さ
れ
た
「
は
る
け
き
物

語
」
を
手
仕
事
的
に
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
、
子
ど
も

た
ち
の
一
つ
ひ
と
つ
の
物

語
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
の
複
雑
化
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
る
社
会
変
化

と
は
、
実
は
価
値
を
測
る

「
物
差
し
」
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
固
定
化
さ
れ
た
一
つ

の
「
物
差
し
」
で
は
、
も

は
や
生
き
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
時
代
に
突
入
し

て
い
ま
す
。
異
な
る
価
値

観
や
考
え
方
を
理
解
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
の
キ
リ

ス
ト
教
学
校
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
分
の
中
の
「
物
差

し
」
を
増
や
し
て
い
っ
て

も
ら
う
こ
と
。
そ
れ
こ
そ

が
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
使
命
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状

況
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
挫
け
る
こ
と

な
く
、
共
に
手
を
携
え
あ

い
、
互
い
に
祈
り
、
励
ま

し
合
い
な
が
ら
、
共
々
に

精
一
杯
に
尊
い
キ
リ
ス
ト

教
教
育
を
担
っ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

（
追
記
）
定
時
総
会
の
前

に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に

お
い
て
、
日
本
学
術
会
議

改
組
へ
の
懸
念
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

教
育
を
禁
じ
た
訓
令
12
号

問
題
へ
の
対
抗
を
淵
源
と

す
る
私
た
ち
同
盟
も
ま

た
、
重
大
な
関
心
を
も
っ

て
見
守
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

〈
立
教
学
院
院
長
・
立
教

大
学
総
長
〉

山
形
学
院

　
石
川
学
氏
が
５
月
29
日

付
け
で
理
事
長
を
退
任
、

同
日
付
け
で
髙
橋
真
人
氏

が
後
任
に
就
任

聖
ス
テ
パ
ノ
学
園

　
森
田
利
光
氏
が
５
月
30

日
付
け
で
理
事
長
を
退

任
、
５
月
31
日
付
け
で
戸

井
田
和
彦
氏
が
後
任
に
就

任
。

敬
和
学
園

　
榎
本
榮
次
氏
が
５
月
29

日
付
け
で
理
事
長
を
退

任
、
５
月
30
日
付
け
で
山

田
耕
太
氏
が
後
任
に
就

任
。

金
城
学
院

　
戸
苅
創
氏
が
５
月
26
日

付
け
で
理
事
長
を
退
任
、

同
日
付
け
で
小
室
尚
子
氏

が
後
任
に
就
任
。

平
安
女
学
院

　
高
地
敬
氏
が
２
月
28
日

付
け
で
学
院
長
を
退
任
、

６
月
１
日
付
け
で
大
岡
左

代
子
氏
が
院
長
に
就
任
。

関
西
学
院

　
村
上
一
平
氏
が
５
月
31

日
付
け
で
理
事
長
を
退

任
、
同
日
付
け
で
荻
野
昌

弘
氏
が
後
任
に
就
任
。

九
州
学
院

　
小
副
川
幸
孝
氏
が
３
月

31
日
付
け
で
院
長
を
退

任
、
７
月
１
日
付
け
で
中

島
康
文
氏
が
後
任
に
就

任
。

各
地
区
総
会
を
開
催

東
北
・
北
海
道
地
区

日
時
＝
５
月
16
日
（
金
）

14
時
30
分
～
15
時
45
分　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

関
東
地
区

日
時
＝
５
月
24
日
（
土
）

14
時
～
16
時

場
所
＝
捜
真
学
院
コ
ル
ビ

ー・メ
モ
リ
ア
ル・ホ
ー
ル

関
西
地
区

日
時
＝
５
月
10
日
（
土
）

13
時
～
17
時

場
所
＝
金
城
学
院
大
学
Ｎ

１
棟
リ
リ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ

ー
ほ
か

西
南
地
区

日
時
＝
４
月
18
日
（
金
）

15
時
～
16
時
50
分

場
所
＝
西
南
学
院
百
年
館

キリスト教学校
教育同盟  第113回定時総会

6月13日（金）・14日（土）
学校法人北星学園で開催されました

（オンライン併用）

開
会
挨
拶

開
会
挨
拶

理
事
長

理
事
長

西
原
廉
太

西
原
廉
太

キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟

〔総会で報告し承認されました〕
事務局報告（加盟校動静・人事、常任
理事会・理事会、教育振興助成）、監
査報告、審議（2024事業報告の承認、
2024計算書類の承認、補欠理事選任）、
2025事業計画（事業／教研／広報）、
2025予算

〔報告・講演（特別プログラム）〕
報告（中小規模学校の運営と選択）
　遺愛学院
　頌栄保育学院
講演（キリスト教学校と平和教育）
　北海道被爆者連絡センター
　北星学園大学

開会礼拝説教

「安定」への責任
―ヒゼキヤ王の言葉に学ぶ

日髙嘉彦
　ヒゼキヤはイザヤに、「あなたが告
げられた主の言葉はありがたい」と答
えた。自分の在世中は平和と安定が続
くと思ったからである。
�（イザヤ書39章8節・聖書協会共同訳）

　このヒゼキヤの発言は、バビロン王
国への従属によって「安定」（体制の
持続可能性）を模索していた王に対
し、神の裁きを語ったイザヤの預言に
対する応答です。従来、この発言は、
預言を受け入れる信仰に基づく謙遜の
表れ、次世代への責任回避、あるいは
避けがたい現実を受け入れた人間的反
応とも解釈されてきました。ユダヤ教

し、何をめざしているのか、イザヤの
言葉は私たち自身にむけられた厳しい
問いでもあります。

〔祈り〕
　「主御自身が建ててくださるのでな
ければ家を建てる人の労苦はむなし
い。」� （詩篇127篇1節）
　恵みとまことに富みたもうイエス・
キリストの父なる神よ。あなたのまこ
とは、私たちの思いや諮りを超えて大
きいことを感謝します。行き先の見え
ない暗い時代にあって、どうかあなた
の光の中を歩ませてください。私たち
の小さなエメト（安定）を打ち破り、
あなたの大いなるエメト（まこと）が
実現しますように。そのために、私た
ちを戒め、励まし、また強めて、御用
のためにお用いください。アーメン

〈北星学園大学・北星学園大学短期大
学部　チャプレン〉

では「王の世代責任の欠如」として批
判される一方で、カルヴァンは神の裁
きをも「良い」と受け止めたことに、
信仰の従順を見いだしました。この対
比は、「安定」の根拠が人の施策にあ
るのか、それとも神にあるのかという
問いを、私たちに投げかけています。
　さて「安定」と訳されたヘブライ語
の「エメト」は、神の本質である「ま
こと（信実）」（出エジプト記34章6
節）を意味します。イザヤは、ヤハウ
ェによって始められた国の「安定」
は、王の政策や計画の延長線上にある
のではなく、神の「まこと」に根ざす
ものであり、その実現にこそ真の安定
があると語っています。
　翻って今日、学校の運営、財政、教
育の質、教職員の体制の持続可能性、
すなわち「安定」が模索されている私
たちも、ある意味でヒゼキヤと同じ立
場に置かれているかもしれません。私
たちの「安定」への努力が、何に根ざ

チ
ャ
ペ
ル
の
リ
ア
ド
ス
（
祭
壇
壁

面
）
ほ
か
、
施
設
各
所
が
印
象
的

な
青
い
タ
イ
ル
で
彩
ら
れ
て
い
る

花
や
緑
が
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

昼食後に中庭で
くつろぐ姿も

総会スナップ

会場の北星学園大学50周年記念ホールにて

昼食時も情報交換が続く
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理事長・理事・監事一覧

一般社団法人キリスト教学校教育同盟　第113回定時総会報告（2025年6月14日）
任期2年間、2024年定時総会～2026年定時総会、及び補欠理事は2025年定時総会～2026年定時総会（1年間）

（理事長1名・常任理事11名・理事8名・常任監事1名・監事1名、合計22名）

理 事 長	 西原　廉太	（立教学院）	 	 理　　事	 古川　敬康	（北星学園）
常任理事	 嶋田　順好	（横浜英和学院）	 総務理事	 理　　事	 鵜﨑　　創	（女子学院）
常任理事	 山本与志春	（青山学院）	 会計理事	 理　　事	 堂本　陽子	（桜美林学園）
常任理事	 鵜殿　博喜	（明治学院）	 会計理事	 理　　事	 髙橋貞二郎	（東洋英和女学院）
常任理事	 安藤理恵子	（玉川聖学院）	 教育研究委員会担当理事	 理　　事	 小室　尚子	（金城学院）
常任理事	 湯口　隆司	（活水学院）	 広報委員会担当理事	 理　　事	 八田　英二	（同志社）
常任理事	 松田　和憲	（関東学院）	 国際交流担当理事	 理　　事	 磯　　晴久	（桃山学院）
常任理事	 飯　　　謙	（神戸女学院）	 キリスト教学校教育懇談会担当理事	 理　　事	 増田　　賜	（折尾愛真学園）
常任理事	 大西　晴樹	（東北学院）	 東北・北海道地区代表理事	 	 	
常任理事	 中島　昭子	（捜真学院）	 関東地区代表理事	 常任監事	 大川　　義	（共愛学園）
常任理事	 中道　基夫	（関西学院）	 関西地区代表理事	 監　　事	 福島　基輝	（遺愛学院）
常任理事	 樋口　紀子	（梅光学院）	 西南地区代表理事

〔第１日〕６月13日（金）
（13時～受付登録、Zoom入室）
開会礼拝（14時～・北星学園大学 チャペル）
司式・説教＝「指導者の世代責任と信仰―
ヒゼキヤに学ぶ」日髙嘉彦（北星学園大学
・北星学園大学短期大学部チャプレン）
奏楽＝小泉優香（北星学園オルガニスト）
挨拶（14時20分～）
１）開会挨拶
キリスト教学校教育同盟　西原廉太理事長
２）会場校挨拶
北星学園　古川敬康理事長・学園長
北星学園大学・北星学園大学短期大学部　
中村和彦学長

古
川
敬
康
氏

中
村
和
彦
氏

〇礼拝後、50周年記念ホールに移動
組織（14時50分～）
１）出席会員数及びその議決権数の確認
（第１日目13時50分現在）
〈総会員数＝102法人・総議決権数＝163個〉
出席会員＝91法人・総議決権数＝147個
内訳：会場代表者・代理人出席＝44法人・議
決権総数＝78個／Zoomによる代表者・代理
人出席＝11法人・議決権総数＝27個／議長委
任＝36法人・議決権総数＝42個
（出席者＝会場出席93名、Zoom出席申込
者＝28名　合計121名）
※�総会員議決権の過半数を有する会員が出
席していることを確認。
２）総会成立宣言・総会議長紹介
議長の西原廉太理事長が開会を宣言。

３）議事録作成者指名・議事録署名人推薦
議事録作成者：黒田康平氏（北星学園大
学）、加藤研吾氏（北星学園大学）
議事録署名人：増田賜氏（折尾愛真学園）、
松田和憲氏（関東学院）
４）総会日程の承認
議長より総会日程が説明され、承認。
５）報告書委員会付託事項報告
樋田繁治郎総会報告書委員会委員長（北星
学園常務理事）
議事（15時１分～）
１．報告１
１）各報告
事務局報告
・加盟校動静に関する報告
・加盟校人事異動に関する報告
・常任理事会/理事会に関する報告
その他に関する報告
・�公益目的支出計画（教育振興助成）：中島
昭子助成選考委員会委員長（捜真学院）

・�地区協議会報告書及び地区提出議案（特
になし）

※以上、報告がなされ、承認された。
２）監査報告
2024年度事業・計算書類の監査実施、及び
監査結果の報告：福島基輝監事（遺愛学院）
※一同異議なく承認された。
２．審議（15時26分～）
１）議案１・2024年度事業報告の承認
・本部事業報告：事務局
・�教育研究委員会報告：担当理事に代わり
事務局より議案書に基づき説明

・�広報委員会事業報告：湯口隆司広報担当
理事（活水学院）

２）議案２・2024年度計算書類の承認
・�2024年度決算の説明：担当理事に代わり
事務局より議案書に基づき説明

３）議案３・補欠理事の選任
　事務局より補欠理事選任の説明。理事候
補者2名が６月13日の第２回常任理事会及
び第２回理事会での承認を経て審議事項と

・�クラウドストレージ管理委員会：伊藤悟
氏（青山学院）

・�キリスト教学校教育同盟史研究プロジェ
クト（事務局代読）

◇キリスト教学校教育懇談会
◇キリスト教学校教職員就職支援
◇公益目的支出計画（省略）
２）�2025年度教育研究委員会事業計画
　事務局代読および、山下智子氏（同志
社）、大橋邦一氏（静岡英和学院）、黒木佐
幸（西南学院）、平松讓二氏（同志社）、伊
藤悟氏（青山学院）により、2025年度教育
研究事業計画に関する報告。
３）�2025年度広報委員会事業計画
湯口隆司広報担当理事（活水学院）
４）2025年度予算の報告
鵜殿博喜会計担当理事（明治学院）
※�１）～４）は各報告・説明後、異議なく
承認された。

５）その他　特になし。
〇以上ですべての議事を終了した。
報告3（11時35分～）
「どうする？キリスト教学校～弱さの情報
公開でつながるために」
講演者＝相澤弘典（頌栄保育学院理事長・
院長）
写真撮影（12時05分～）
50周年記念ホールで会場出席者の撮影
昼食（12時40分～・大学会館３階食堂）
食前感謝祈祷：髙濱梨紗氏（北星学園余市
高等学校宗教主任）
〇昼食後は校舎見学のほか、13時～チャペ
ルで小泉優香氏によるオルガン演奏あり。
報告４（13時50分～）
「『主の導きを信じて』－福音を伝える学
校づくり－」
講演者＝福島基輝（遺愛学院理事長・院長）
講演Ⅰ（14時30分～）
「北海道の被爆者の歩みとキリスト教学校
に期待するもの」
講演者＝北明邦雄（北海道被爆者連絡セン
ター共同代表理事）
講演Ⅱ（15時８分～）
「北星学園におけるこれまでの平和教育と
これからの平和教育について」
講演者＝片岡徹（北星学園大学文学部教授）
閉会（16時10分～）
１）次回（2026年度）会場校挨拶
沖縄キリスト教学院・
金永秀学長
※�次回の定時総会は
　2026年６月5日（金）・
　6日（土）開催予定
２）会場校への感謝のことば
明治学院・鵜殿博喜学院長（キリスト教学
校教育同盟を代表して）
３）閉会祈祷
小西陽祐氏（北星学園女子中学高等学校宗
教主任）
４）閉会宣言
キリスト教学校教育同盟・西原廉太理事長
〇以上で第113回総会が閉会した。（16時30分）

して上程された。
理事候補者（2名）
　鵜﨑創（女子学院）
　髙橋貞二郎（東洋英和女学院）
　候補者２名を含む一覧が画面に示され、
会場出席議決権者は挙手、Zoom出席議決
権者にチャット記入により賛否を求め、議
場に諮った。３つの議案について異議なく
承認。選任された出席理事は本決議を異議
なく承諾。
４）その他必要な事項
　特になし。
〇以上で、定時総会第１日目の議事の全て
が15時50分に終了。その後、選任された理
事・監事により第３回理事会及び第３回常
任理事会を開催。

〔第２日〕６月14日（土）
（９時30分～受付、Zoom入室）
礼拝（10時～・チャペル）
司式・説教＝「私たちは同じ舟に乗って」
今城慰作（北星学園大学附属高等学校校長
・宗教主任）
奏楽＝小泉優香
〇礼拝後、50周年記念ホールに移動
組織（10時30分～）
出席会員数及びその議決権数の確認（第２
日目10時現在）
〈総会員数＝102法人・総議決権数＝163個〉
出席会員＝98法人・総議決権数＝159個
内訳：会場代表者・代理人出席＝45法人・議
決権総数＝81個／Zoomによる代表者・代理
人出席＝15法人・議決権総数＝33個／議長委
任＝38法人・議決権総数＝45個
（出席者数＝会場出席104名、オンライン
出席申込者＝29名　合計133名）
※�総会員の議決権の過半数を有する会員が
出席していることを確認。

議事（10時35分～）
　２日目議事に先立ち、１日目の議事終了
後に開催された第３回理事会において理事
長、及び総務理事・会計理事を含む常任理
事並びに常任監事が選定され、続いて開催
された第３回常任理事会において委員会・
地区協議会の担当理事が選定された結果
が、スクリーン表示・Zoom画面共有によ
り、理事長から報告。理事長・理事・監事
は一覧の通り（上の一覧表参照）。　
報告２（10時39分〜）
１）2025年度事業計画
　事務局及び各実行委員長より報告
◇事務局より
　�常任理事会／理事会／第113回定時総会
／第67回学校代表者協議会

◇新規継続事業
・全国災害支援連絡会議（事務局代読）
・�中小規模学校法人連携協力検討プロジェ
クト：湯口隆司氏（活水学院）

・�学内教職員研修会講師派遣制度：村瀬泉
氏（西南女学院）

・�教育者支援ネットワーク推進：黒木佐幸
氏（西南学院）

第113回定時総会

議事・プログラム報告

金
永
秀
氏

　
私
た
ち
が
生
き
る
現

代
社
会
は
、
少
子
化
、

財
政
の
不
安
定
、
価
値

観
の
多
様
化
と
い
う
三

重
の
波
に
揺
れ
動
い
て

い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教

学
校
も
そ
の
荒
波
の
中

に
あ
る
一
艘
の
舟
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
孤
立

し
て
航
行
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、「
同
じ
舟

に
乗
っ
て
い
る
」
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。
２

０
２
０
年
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
教
皇
は
コ
ロ
ナ
禍
の

い
わ
ゆ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
中
の
ミ
サ
で
、
嵐

の
中
で
舟
に
の
っ
て
怯

え
て
い
た
弟
子
を
救
わ

れ
た
イ
エ
ス
の
言
葉
を

黙
想
し
な
が
ら
、
次
の

よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
思
い
が

け
な
い
激
し
い
嵐
に
不

意
を
突
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
た
ち
が
、
同

じ
舟
に
乗
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の

で
す
。
私
た
ち
は
皆
、

壊
れ
や
す
く
、
途
方
に

暮
れ
て
い
ま
す
が
、
同

時
に
大
切
な
存
在
で
あ

り
、
互
い
を
慰
め
合
い

な
が
ら
も
、
と
も
に
オ

ー
ル
を
漕
ぐ
よ
う
招
か

れ
て
い
ま
す
。
も
う
自

分
の
こ
と
だ
け
を
考
え

て
進
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
共
に
で
な
け
れ

ば
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

の
で
す
」

　
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教

学
校
も
、
定
員
割
れ
の

不
安
や
財
源
確
保
の
困

難
さ
、
信
仰
が
形
骸
化

す
る
恐
れ
と
日
々
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
真
に
問
わ
れ
て
い

る
の
は
、
外
的
な
危
機

の
大
き
さ
で
は
な
く
、

「
イ
エ
ス
が
舟
に
共
に

お
ら
れ
る
か
ど
う
か
」、

そ
し
て
「
私
た
ち
が
そ

の
イ
エ
ス
を
信
頼
し
て

い
る
か
ど
う
か
」で
す
。

最
も
恐
れ
る
べ
き
は
、

学
校
の
中
心
に
イ
エ
ス

の
存
在
を
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
。
福
音
の
光
が

教
育
の
目
的
か
ら
失
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
信
仰
を
失
う
こ
と
な

く
、
祈
り
と
と
も
に
現

実
に
向
き
合
う
姿
勢
こ

そ
が
、
私
た
ち
に
求
め

ら
れ
て
い
る
応
答
で

す
。
も
ち
ろ
ん
生
徒
募

集
や
財
政
管
理
、
教
育

の
質
の
向
上
、
教
職
員

の
心
身
の
健
康
を
守
る

と
い
っ
た
取
り
組
み
も

努
力
す
べ
き
も
の
で

す
。
そ
の
根
底
に
見
失

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
神
が
共

に
お
ら
れ
る
こ
と
を
信

じ
、
同
じ
舟
に
乗
る
者

と
し
て
、
励
ま
し
合
う

こ
と
で
す
。
同
盟
に
連

な
る
各
学
校
が
祈
り
合

い
な
が
ら
、
互
い
を
励

ま
し
合
い
、
慰
め
あ
い

な
が
ら
も
、
同
じ
舟
に

乗
っ
て
進
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

〈
北
星
学
園
大
学
附
属

高
校
校
長・宗
教
主
任
〉

2
日
目
礼
拝
説
教

私
た
ち
は

私
た
ち
は

同
じ
舟
に
乗
っ
て

同
じ
舟
に
乗
っ
て

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
88
章章
2323
～～
2727
節節

今
城
慰
作

今
城
慰
作



（3） （月刊）（第三種郵便物認可）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（７８５号） 2025年７月15日（火）

１�　
短
大
の
募
集
停
止
ド

ミ
ノ
が
と
ま
ら
な
い

　
頌
栄
保
育
学
院
は
、
昨

年
12
月
19
日
（
金
）
開
催

の
理
事
会
で
、
短
期
大
学

の
２
０
２
６
年
度
以
降
の

募
集
停
止
を
決
定
し
ま
し

た
。
予
定
で
は
２
０
２
７

年
３
月
に
短
期
大
学
を
閉

学
し
、
頌
栄
幼
稚
園
の
み

の
学
校
法
人
と
な
り
ま

す
。

　
こ
の
数
年
は
短
大
の
募

集
停
止
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。

教
育
同
盟
の
仲
間
で
も
募

集
停
止
に
踏
み
切
っ
た
学

校
が
あ
り
ま
す
。
痛
み
を

感
じ
つ
つ
こ
の
現
実
を
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
よ
り
も
前

に
募
集
停
止
を
決
断
し
た

学
校
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
学

び
が
与
え
ら
れ
る
中
で
大

切
に
し
た
い
と
思
っ
た
こ

と
。

　
そ
れ
が
「
き
れ
い
に
閉

じ
る
」
で
す
。

　
そ
れ
は
、
在
学
中
の
学

生
や
ご
家
族
、
幼
稚
園
の

園
児
や
保
護
者
、
そ
し
て

学
院
で
働
く
人
々
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
最

善
を
尽
く
す
こ
と
で
す
。

学
生
に
不
利
益
が
生
じ
な

い
よ
う
に
す
る
。
頌
栄
に

来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
を
最
後
ま

で
貫
き
た
い
。教
職
員
も
、

頌
栄
で
働
い
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
短
大
は
あ
と
二
年
で

閉
学
で
き
る
よ
う
、
皆
で

力
を
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。

２�　
ど
う
す
る
⁉
頌
栄
保

育
学
院

　
短
大
を
閉
じ
る
決
定
を

す
る
ま
で
に
頌
栄
は
、
い

く
つ
か
の
選
択
肢
を
考

え
、
模
索
し
ま
し
た
。

⑴�

サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
し
て
生

き
残
る

⑵�

大
き
な
学
校
と
合
併
す

る
⑶�

小
さ
な
学
校
同
士
が
合

併
す
る

⑷�

法
人
の
解
散

⑸�

学
院
と
幼
稚
園
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
短
大
を

閉
じ
る

　
わ
た
し
た
ち
は
⑸
を
選

び
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ

時
間
が
あ
る
学
校
は
連
携

や
合
併
の
道
を
模
索
す
る

べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
頌
栄
が
設
立
さ
れ
た
１

３
６
年
前
と
今
と
で
は
社

会
の
課
題
も
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
社
会
課
題
が
変
わ

れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
頌
栄

の
あ
り
よ
う
も
変
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
、
今
後
は
幼
稚
園

事
業
を
中
心
に
、
横
広
が

り
に
関
連
す
る
取
り
組
み

を
展
開
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

３�　
ど
う
す
る
⁉
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
同
盟
～

弱
さ
の
情
報
公
開
で
つ

な
が
る
た
め
に

　
今
回
の
準
備
を
し
て
い

て
、
北
海
道
で
ご
活
躍
中

の
向
谷
地
生
良
さ
ん
の
著

書
「
弱
さ
の
情
報
公
開
︱

つ
な
ぐ
︱
」
を
読
み
ま
し

た
。
対
談
に
登
場
す
る
吉

田
知
那
美
さ
ん
は
、
北
海

道
北
見
市
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー

レ
の
選
手
で
す
。「
べ
て

る
」（
就
労
支
援
他
に
よ
る

共
同
体
）
と
出
会
っ
た
彼

女
は「
弱
さ
の
情
報
公
開
」

と
い
う
言
葉
を
知
り
ま

す
。
そ
し
て
成
長
さ
せ
た

か
っ
た
の
は「
弱
さ
」で
あ

り
、
磨
き
た
か
っ
た
の
は

「
弱
さ
」で
あ
る
と
い
う
結

論
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
も
「
弱
さ
」
を
情
報

公
開
し
て
、「
弱
さ
」
で

つ
な
が
り
あ
う
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
は
凸

凹
が
あ
る
か
ら
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
も
ま
た
、
凸
凹
で

つ
な
が
り
あ
う
、
弱
さ
で

つ
な
が
り
あ
う
歩
み
へ
と

踏
み
出
せ
な
い
も
の
か
。

教
派
的
な
伝
統
や
地
域

性
、
学
校
の
特
性
な
ど
、

様
々
な
違
い
が
あ
り
、
簡

単
で
は
な
い
こ
と
は
百
も

承
知
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
困

っ
て
い
る
こ
と
、
し
ん
ど

い
こ
と
、
弱
り
果
て
て
い

る
こ
と
を
率
直
に
伝
え
合

い
、聞
き
あ
い
、そ
れ
を
基

点
に
つ
な
が
り
あ
う
。
弱

さ
を
情
報
公
開
す
る
か
ら

こ
そ
つ
な
が
り
あ
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
関
係
を
構

築
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
。
教
育
同
盟
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
つ
な
が
り
を

育
て
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

　
函
館
の
遺
愛
学
院
は
１

８
７
４
年
、
米
国
メ
ソ
ジ

ス
ト
監
督
教
会
か
ら
派
遣

さ
れ
た
ハ
リ
ス
宣
教
師
夫

妻
に
よ
り
創
基
さ
れ
ま
し

た
。「
信
仰
・
犠
牲
・
奉

仕
」
を
校
訓
に
、
キ
リ
ス

ト
教
精
神
に
基
づ
く
女
子

教
育
と
礼
拝
を
重
ん
じ
る

伝
統
が
築
か
れ
、
福
音
が

確
か
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
１
９
５
０
年
代
ま
で
は

６
年
間
中
高
一
貫
で
し
た

が
、
教
育
委
員
会
の
要
請

も
あ
り
、
高
校
の
間
口
を

増
や
し
た
結
果
、
高
校
入

学
者
が
激
増
、
中
学
入
学

者
が
激
減
し
、
中
高
一
貫

は
崩
れ
ま
し
た
。
70
～
80

年
代
に
は
、
公
立
高
校
に

不
合
格
に
な
っ
た
入
学
者

が
９
割
を
占
め
、
進
路
の

可
能
性
は
狭
く
、
部
活
動

や
奉
仕
も
低
迷
、
礼
拝
は

騒
々
し
く
、
き
ち
ん
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
聴
く
生
徒
は

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
１
９
８
１
年
に
遺

愛
に
赴
任
し
ま
し
た
が
、

１
９
８
２
～
83
年
に
は
市

内
の
私
立
８
高
校
の
中
で

遺
愛
だ
け
が
２
年
連
続
で

大
幅
な
入
学
者
減
に
直
面

し
、
１
９
９
０
年
以
降
の

少
子
化
の
流
れ
を
見
据
え

て
校
内
改
革
の
必
要
性
が

強
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

教
員
研
修
会
を
経
て
、
１

９
８
８
年
に
特
別
進
学
コ

ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。放
課
後
講
習
、

自
習
室
の
開
放
、
予
備
校

講
座
の
導
入
な
ど
学
習
環

境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
３
年
後
に
は
、
特
進
１

期
生
15
名
中
13
名
が
国
公

立
大
学
に
合
格
。「
可
能

性
が
開
か
れ
る
遺
愛
」
と

の
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
、

さ
ら
に
東
大
・
京
大
・
一

橋
大
・
東
北
大
・
北
大
・

国
公
立
大
医
学
部
医
学
科

へ
の
現
役
合
格
者
も
出
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
２
０
０
６
年
、

遺
愛
改
革
の
リ
ー
ダ
ー
だ

っ
た
校
長
の
急
逝
、
２
０

０
名
を
割
る
入
学
者
減

（
英
語
科・一
般
コ
ー
ス
の

激
減
）
に
よ
り
新
体
育
館

の
借
金
返
済
の
困
難
さ
が

増
し
、
危
機
に
直
面
し
ま

し
た
。
教
員
研
修
で
も
生

徒
減
対
策
は
見
出
せ
ず
、

不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
私
は
２
０
０
９
年
に
校

長
に
就
任
し
ま
し
た
が
自

信
は
な
く
、「
毎
朝
、神
様

に
祈
る
」
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と

に
、
英
語
科
は
、
函
館
市

の
要
請
で
函
館
港
に
入
港

す
る
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
、
そ
れ
が
注
目
を
集
め

入
学
者
数
が
回
復
し
ま
し

た
。
一
般
コ
ー
ス
で
は
、

新
顧
問
が
赴
任
し
た
吹
奏

楽
局
が
活
発
に
な
り
、
コ

ロ
ナ
前
は
１
５
０
名
を
超

え
る
部
活
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
体
育
館
完

成
後
は
体
育
系
部
活
の
ほ

と
ん
ど
が
地
区
大
会
を
勝

ち
抜
き
、
全
道
大
会
に
出

場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
行
事
も
充
実
し
、
毎
朝

の
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
静

か
に
聴
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
２
０
１
８
年
に
は

入
学
定
員
を
上
回
り
、
第

一
志
望
率
は
８
割
を
超
え

ま
し
た
。
そ
し
て
遺
愛
生

の
女
子
校
満
足
度
が
非
常

に
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
が
「
祈
り
に
よ
る
導

き
」
に
確
信
を
持
っ
た
の

は
、
３
人
の
牧
師
（
榎
本

栄
次
牧
師
、
渡
辺
正
男
牧

師
、
福
島
恒
雄
牧
師
）
の

お
か
げ
で
す
。
３
人
と
も

開
拓
伝
道
を
行
い
、
ゼ
ロ

か
ら
「
神
様
へ
の
祈
り
」

に
よ
り
教
会
形
成
を
し
ま

し
た
。
そ
の
３
人
の
姿

が
、
私
の
校
長
と
し
て
の

16
年
間
に
影
響
し
ま
し

た
。
御
心
に
か
な
っ
た
祈

り
は
、
紆
余
曲
折
を
経
な

が
ら
も
必
ず
き
か
れ
る
と

信
じ
て
歩
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
現
在
、
さ
ら
に
厳
し
い

生
徒
減
に
直
面
し
て
い
ま

す
が
、
新
校
長
が
教
職
員

と
共
に
改
革
に
挑
ん
で
い

ま
す
。
私
も
神
様
か
ら
与

え
ら
れ
た
試
練
と
受
け
と

め
、
祈
り
に
よ
り
遺
愛
を

支
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定

日
は
26
年
４
月
１
日
で

す
。

▽
北
星
学
園
大
学

▼
経
済
学
部
経
営
情
報
学

科職
種
＝
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
及
び
そ
の
関
連
分
野　

教
授
、
准
教
授
又
は
専

任
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
12
日

問
合
せ
＝
☎011-891-2731

▼
経
済
学
部
経
済
学
科

職
種
＝
西
洋
経
済
史　
准

教
授
又
は
専
任
講
師　

１
名

応
募
締
切
＝
９
月
12
日

問
合
せ
＝
☎011-891-2731

▽
山
梨
英
和
大
学

▼
人
間
文
化
学
部
人
間
文

化
学
科

職
種
＝
①
臨
床
心
理
学
系　

教
授
②
日
本
文
学
系　

准
教
授
、
講
師
又
は
助

教　
各
１
名

応
募
締
切
＝
①
８
月
29
日

②
９
月
５
日

問
合
せ
＝
☎055-223-6020

▽
四
国
学
院
大
学

▼
現
代
教
養
学
部

職
種
＝
ス
ポ
ー
ツ
科
学
分

野
、
文
学
分
野
、
理
数

科
教
育
分
野
、
教
育
学

分
野　
准
教
授
又
は
助

教　
各
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
１
日

問
合
せ
＝
☎0877-62-3969

▼
社
会
学
部

職
種
＝
社
会
学
分
野
、
人

類
学
分
野
、
政
治
学
分

野
、
心
理
学
分
野　
准

教
授
又
は
助
教　
各
１

名
応
募
締
切
＝
９
月
１
日

問
合
せ
＝
☎0877-62-3969

▽
活
水
女
子
大
学

▼
健
康
生
活
学
部
子
ど
も

学
科

職
種
＝
保
育
・
幼
児
教
育

分
野　
教
授
又
は
准
教

授　
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
31
日

問
合
せ
＝
☎095-822-4107

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職
種
＝
成
人
看
護
学
、
母

性
看
護
学　
准
教
授
、

講
師
又
は
助
教
／
地
域

・
在
宅
看
護
学　
准
教

授
又
は
講
師　
各
１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
予
定

応
募
締
切
＝
７
月
21
日

問
合
せ
＝
☎0957-27-3005

▽
弘
前
学
院
聖
愛
中
学
高

等
学
校

職
種
＝
国
語
科
、数
学
科
、

英
語
科
、
社
会
科
、
理

科
（
物
理
・
化
学
）、

情
報
科　
専
任
教
員　

各
若
干
名

応
募
締
切
＝
８
月
15
日

問
合
せ
＝
☎0172-87-1411

▽
女
子
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
英
語
科　
専
任
教

諭　
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
29
日

問
合
せ
＝
☎03-3263-1711

▽
国
際
基
督
教
大
学
高
等

学
校

職
種
＝
国
語
科　
専
任
教

員　
２
名

採
用
予
定
日
＝
26
年
４
月

１
日
又
は
27
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
９
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0422-33-3401

▽
同
志
社
香
里
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
保
健
体
育
科　
専

任
教
員　
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
１
日

問
合
せ
＝
☎072-831-0285

▽
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校

職
種
＝
音
楽
科　
常
勤
講

師　
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
30
日

問
合
せ
＝
☎06-6741-7005

▽
神
戸
女
学
院
中
学
部
・

高
等
学
部

職
種
＝
英
語
科　
常
勤
教

員　
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8570

▽
自
由
学
園

職
種
＝
司
書
（
図
書
館
）　

非
常
勤
職
員　
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
１
日

問
合
せ
＝
☎042-422-1097

　
５
月
24
日
（
土
）
14
時

か
ら
「
関
東
地
区
新
任
教

師
研
修
会
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、

19
校
47
名
の
新
任
の
先
生

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
小

島
和
夫
実
行
委
員
長
（
頌

栄
女
子
学
院
）
の
開
会
祈

祷
と
挨
拶
の
あ
と
、
伊
藤

多
香
子
委
員
（
関
東
学
院

六
浦
）
が
「
キ
リ
ス
ト
教

Ｑ
＆
Ａ
」
を
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
大
西
哲
也

先
生
（
明
治
学
院
東
村

山
）
よ
り
「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
に
勤
め
る
に
あ
た

り
」
と
題
し
て
発
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
４
つ
の
ブ
レ
ー

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
に
分
か

れ
、
感
想
を
述
べ
合
っ
た

り
、
悩
み
を
共
有
し
、
各

グ
ル
ー
プ
で
有
意
義
な
懇

談
を
し
ま
し
た
。
夏
の
新

任
研
修
会
で
は
対
面
で
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
と
案
内

し
、
久
保
哲
哉
委
員
（
聖

学
院
）
の
祈
祷
を
も
っ
て

閉
会
し
ま
し
た
。

　
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
自
分
と
同
じ
悩
み
を
も

つ
先
生
方
が
何
人
も
お
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
自

分
だ
け
で
は
な
い
と
安
心

し
た
」「
人
間
は
完
全
で
は

な
い
、
と
い
う
言
葉
が
印

象
に
残
っ
た
」「
キ
リ
ス
ト

教
学
校
に
勤
め
る
こ
と
に

戸
惑
い
が
あ
っ
た
が
、
信

者
で
な
く
て
も
担
え
る
こ

と
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認

し
た
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
、
運
営
委
員
も
力
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
受
け
て
東
山
荘

で
行
う
夏
の
新
任
研
修
会

も
実
り
あ
る
も
の
に
な
る

こ
と
を
祈
り
願
っ
て
い
ま

す
。�

曽
武
川
道
子

〈
明
治
学
院
中
学
校
東
村

山
高
等
学
校
キ
リ
ス
ト
教

活
動
主
任
〉

関
東
地
区
新
任
教
師
研
修
会

関
東
地
区
新
任
教
師
研
修
会

ガ
イ
ダ
ン
ス

ガ
イ
ダ
ン
ス

どうする!?キリスト教学校教育同盟
～弱さの情報公開でつながるために
頌栄保育学院 理事長・院長　相澤弘典

『
主
の
導
き
を
信
じ
て
』

︱ 

福
音
を
伝
え
る
学
校
づ
く
り 

︱

遺
愛
学
院 

理
事
長
・
院
長 

福
島
基
輝

難しさや厳しさのあるテーマながら�
ユニークな画像やたとえが用いられた

定時総会 報告１

定時総会
報 告 ２

報
告
時
の
投
影
資
料
よ
り　
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は
、
２
０
２
４
年
に
当
時

の
北
海
道
被
爆
者
協
会
か

ら
「
北
海
道
ノ
ー
モ
ア
・

ヒ
バ
ク
シ
ャ
会
館
」
お
よ

び
展
示
資
料
等
の
譲
渡
を

受
け
入
れ
た
。
私
は
、
こ

の
こ
と
を
思
う
時
、
改
め

て
北
海
道
被
爆
者
協
会
の

会
長
を
30
年
間
務
め
た
故

・
越
智
晴
子
さ
ん
の
こ
と

を
思
い
出
す
。
現
在
も
札

幌
市
平
和
バ
ー
チ
ャ
ル
資

料
館
の
中
で
体
験
談
「
広

島
で
の
被
爆　
助
か
っ
た

命
で
伝
え
る
こ
と
」
を
視

聴
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
時
に
越
智
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
学
生

は
私
の
ゼ
ミ
生
（
当
時
）

で
、
実
は
函
館
市
に
あ
る

遺
愛
女
子
中
学
校
・
高
校

の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
放

送
研
究
会
に
所
属
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
と
同
時
に
北
星
学
園

の
創
設
者
で
あ
る
サ
ラ
・

Ｃ
・
ス
ミ
ス
先
生
が
遺
愛

の
７
名
の
生
徒
達
と
共
に

札
幌
へ
向
か
い
、
１
８

８
７
年
に
ス
ミ
ス
女
学

校
を
始
め
た
歴
史
も
念

頭
に
あ
っ
た
。
な
お
、

そ
の
生
徒
の
一
人
が
後

に
学
校
法
人
恵
泉
女
学

園
を
設
立
し
た
河
合
道

先
生
で
あ
る
。

　
北
星
学
園
大
学
が
目

指
す
も
の
と
し
て
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
が
あ
る
。
北
星
学
園

家
が
ほ
し
い
な
」
と
語
り

ま
し
た
。
こ
の
発
言
が
支

援
者
の
中
に
広
ま
り
、
１

９
８
３
年
に
会
館
建
設
委

員
会
が
発
足
し
、
５
０
０

円
の
レ
ン
ガ
募
金
（
レ
ン

ガ
に
寄
付
者
の
名
前
を
書

く
予
定
で
し
た
）
を
全
国

に
呼
び
か
け
ま
す
。
足
か

け
10
年
に
わ
た
る
運
動
の

結
果
、
3
万
余
名
の
人
び

と
か
ら
４
０
０
０
万
円
を

超
え
る
募
金
が
寄
せ
ら

れ
、
１
９
９
１
年
12
月
、

札
幌
市
の
白
石
区
平
和
の

地
に
北
海
道
ノ
ー
モ
ア
・

ヒ
バ
ク
シ
ャ
会
館
が
建
設

さ
れ
ま
す
。
民
間
で
初
め

て
の
（
市
民
立
）
原
爆
資

料
館
が
僻
遠
の
地
北
海
道

に
建
っ
た
の
で
す
。
こ
の

時
の
建
設
委
員
会
の
委
員

長
を
は
じ
め
、
中
心
に
な

っ
た
の
は
や
は
り
北
星
学

園
の
先
生
方
で
し
た
。
被

爆
者
協
会
は
こ
の
会
館
に

事
務
所
を
お
き
ま
す
。
会

館
は
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
、
平
和
学
習
の

拠
点
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
北
星
学
園
の
皆
さ
ん

は
、
生
徒
が
折
り
鶴
を
携

え
て
追
悼
会
に
出
席
し
た

り
学
校
祭
で
原
爆
展
を
や

っ
た
り
、
大
学
の
先
生
は

被
爆
者
を
招
い
て
学
生
に

話
を
聞
か
せ
ま
し
た
。
最

近
で
は
『
北
の
里
か
ら
平

和
の
祈
り
』
の
絵
本
に
英

訳
を
付
し
て
く
れ
た
の
が

北
星
学
園
大
学
英
文
学
科

す
。

　
戦
後
12
年
ほ
ど
革
新
道

政
が
続
き
ま
す
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
被
爆
者
と
支

援
者
の
運
動
の
つ
な
が
り

が
進
み
ま
す
。
１
９
５
９

年
か
ら
60
年
に
か
け
て
北

海
道
被
団
協
が
結
成
さ
れ

ま
す
が
、
被
爆
者
の
組
織

の
結
成
は
全
国
的
に
見
て

も
大
変
早
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
、

１
９
６
５
年
に
１
回
目
の

原
爆
死
没
者
の
追
悼
会
が

開
か
れ
ま
す
。
主
催
者
の

ひ
と
つ
が
宗
教
者
平
和
協

議
会
で
す
。
そ
の
中
心
に

い
た
の
が
北
星
学
園
男
子

高
校
（
現
北
星
学
園
大
学

附
属
高
校
）
な
ど
北
星
学

園
の
先
生
方
た
ち
で
し

た
。

　
４
回
目
の
追
悼
会
の

時
、
網
走
の
奥
の
東ひ

が
し
も
こ
と

藻
琴

に
開
拓
で
入
っ
て
い
た
あ

る
被
爆
者
が
、「
ゆ
っ
く

り
く
つ
ろ
げ
る
被
爆
者
の

　
私
は
被
爆
者
で
も
二
世

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
30

歳
代
の
終
わ
り
に
お
聞
き

し
た
あ
る
被
爆
者
の
話
が

忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
仕
事

が
終
わ
っ
た
ら
被
爆
者
の

こ
と
を
手
伝
お
う
、
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
２
０
１

３
年
に
退
職
し
12
月
か
ら

被
爆
者
協
会
へ
通
っ
て
い

ま
す
。

　
北
海
道
に
は
被
爆
者
が

多
い
の
で
す
。
今
も
１
８

５
名
も
の
被
爆
者
が
い
ま

す
（
昨
年
３
月
末
）。
親

戚
や
知
り
合
い
を
頼
っ
た

り
、
結
婚
や
就
職
で
北
海

道
に
来
た
人
た
ち
、
兵
隊

で
広
島
に
行
っ
て
被
爆
し

帰
っ
て
き
た
人
た
ち
、
さ

ら
に
は
北
海
道
開
拓
の
呼

び
か
け
に
応
じ
て
や
っ
て

き
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
理
由

に
、
広
島
、
長
崎
か
ら
遠

く
離
れ
た
い
、
被
爆
者
と

い
わ
れ
た
く
な
い
、
と
い

っ
た
事
情
が
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
し
て
い
る
場
合
が
少

な
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま

の
学
生
で
す
。

　
こ
の
３
月
、
高
齢
化
の

た
め
に
北
海
道
被
爆
者
協

会
は
解
散
し
、
新
た
に
被

爆
者
と
被
爆
二
世
と
支
援

者
に
よ
っ
て
つ
く
る
被
爆

者
連
絡
セ
ン
タ
ー
が
発
足

し
ま
し
た
。
再
び
被
爆
者

を
つ
く
ら
な
い
、
核
兵
器

の
廃
絶
を
と
い
う
被
爆
者

が
掲
げ
て
き
た
課
題
を
、

私
た
ち
す
べ
て
に
共
通
す

る
普
遍
的
な
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
会
館
は
北
星
学
園
に
一

括
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
北

星
学
園
は
戦
後
50
年
に

「
北
星
学
園
平
和
宣
言
」

を
出
し
、
新
し
い
時
代
の

平
和
を
つ
く
る
学
園
と
し

て
歩
む
こ
と
を
う
た
い
ま

し
た
。
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ

ク
シ
ャ
会
館
が
、
北
星
学

園
の
手
に
よ
っ
て
さ
ら
に

大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
北
星
教
育
と
現
代
」
10
号
（
２

０
２
５
年
刊
）
掲
載
『
平
和
を

語
り
伝
え
る
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ

ク
シ
ャ
会
館
』（
北
明
氏
著
）
閲

覧
は
こ
ち
ら
か
ら

　
学
校
法
人
北
星
学
園

は
、
１
９
９
５
年
５
月
22

日
に
「
北
星
学
園
平
和
宣

言
」
を
出
し
た
。
そ
れ
か

ら
30
年
が
経
ち
、
現
在
の

世
界
情
勢
を
鑑
み
る
時
、

そ
の
宣
言
を
生
か
す
努
力

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
る
。

　
北
星
学
園
大
学
で
は
共

通
科
目
と
し
て
「
平
和

学
」
を
置
い
て
お
り
、
そ

れ
は
深
瀬
忠
一
教
授
（
北

海
道
大
学
名
誉
教
授
）
を

中
心
と
し
て
１
９
９
１
年

に
始
ま
っ
た
「
国
際
協
力

と
平
和
の
学
際
的
研
究
」

に
源
流
が
あ
る
。
そ
の
後

科
目
名
の
変
更
が
あ
る
も

の
の
、
建
学
の
精
神
を
具

体
化
す
る
科
目
と
し
て
現

在
も
続
い
て
い
る
。
私
が

担
当
す
る
「
平
和
学
」
で

は
、
北
星
学
園
大
学
の
海

外
協
定
校
の
一
つ
で
あ
る

米
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大

学
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ノ

ー
ス
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
）

が
１
９
４
８
年
に
世
界
で

初
め
て
学
部
レ
ベ
ル
で
は

平
和
学
で
学
士
号
（
平
和

学
専
攻
）
を
出
し
た
こ
と

を
学
生
へ
紹
介
し
て
お

り
、
更
に
米
国
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
大
学
と
海
外
協
定

校
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

国
際
基
督
教
大
学
の
存
在

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　
米
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

大
学
は
歴
史
的
平
和
教
会

と
し
て
知
ら
れ
る
ブ
レ
ザ

レ
ン
教
会
を
基
盤
と
し
た

大
学
で
も
あ
り
、
１
９
４

７
年
の
段
階
で
同
大
学
の

卒
業
生
で
、H

eifer 
International

の
創
設

者
で
も
あ
る
ダ
ン
・
ウ
エ

ス
ト
が
同
大
学
で
「
恒
久

的
平
和
の
た
め
の
基
盤
」

と
い
う
授
業
を
し
た
こ
と

も
平
和
学
専
攻
を
設
置
す

る
後
押
し
と
な
っ
た
。

　
学
校
法
人
北
星
学
園

は
、
そ
の
歴
史
が
一
世
紀

を
越
え
て
な
お
創
立
者
サ

ラ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
の
愛
と

知
と
技
に
基
づ
く
教
育
の

志
を
継
承
し
つ
つ
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
そ
の
２
で

は
「
私
た
ち
は
、
移
り
ゆ

く
時
代
の
中
で
、
地
域
・

社
会
・
世
界
の
諸
情
勢
に

絶
え
ず
目
を
向
け
、
そ
の

中
に
お
け
る
北
星
学
園
大

学
の
存
在
意
義
を
確
認

し
、
本
学
の
果
た
し
て
い

く
役
割
を
考
え
、
実
践
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。」、
そ
の
３
で
は
「
私

た
ち
は
、
世
と
時
代
が
作

り
出
し
た
、
悲
惨
な
出
来

事
に
対
し
て
、
平
和
と
尊

厳
を
作
り
出
し
て
い
く
た

め
に
、
北
星
学
園
大
学
が

果
た
し
て
い
く
役
割
を
考

え
、
実
践
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
」
と
宣
言
し
て

い
る
。

　
か
つ
て
ス
ミ
ス
先
生
が

記
し
た
「
ス
ミ
ス
校
務
年

誌
」
に
は
、「
本
校
の
根

本
理
念
は
、
生
徒
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
有
用
な

知
識
を
教
え
、
生
徒
が
実

生
活
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
義
務
と
責
任
を
全
う
し

う
る
よ
う
に
教
育
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
生
徒

に
及
ぼ
す
宗
教
的
霊
的
教

育
は
、
本
校
に
お
い
て
重

要
な
も
の
」（
本
文
は
英

語
）
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
学

校
法
人
北
星
学
園
で
奉
職

す
る
一
人
と
し
て
、
学
園

内
教
育
連
携
委
員
会
を
通

じ
た
平
和
に
関
す
る
中
高

大
連
携
を
促
進
す
る
と
共

に
、
北
星
学
園
大
学
と
し

て
も
「
人
間
性
」「
社
会

第
113
回
定
時
総
会

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム（
講
演
要
旨
2
件
）

共
同
代
表
理
事
　

共
同
代
表
理
事
　
北
明
邦
雄

北
明
邦
雄

北
海
道
被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー（
旧
北
海
道
被
爆
者
協
会
）

北
海
道
被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー（
旧
北
海
道
被
爆
者
協
会
）

北
海
道
の
被
爆
者
の
歩
み
と

北
海
道
の
被
爆
者
の
歩
み
と

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
期
待
す
る
も
の

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
期
待
す
る
も
の

北星学園における北星学園における
これまでの平和教育とこれまでの平和教育と

これからの平和教育についてこれからの平和教育について
北星学園大学 文学部 教授　北星学園大学 文学部 教授　片岡　徹片岡　徹

＜行事予定＞ ※予定は変更することがあります

７／26㈯～28㈪　第69回事務職員夏期学校
� （山梨県北杜市・清泉寮）
　　29㈫　　　　第８回西日本小学校教職員協議会
� （同志社小学校）
7／31㈭～8／2㈯　第58回全国聖書科研究集会
� （北海道クリスチャンセンター他）
８／４㈪～６㈬　第12回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　７㈭～８㈮　第10回全国災害支援連絡会議
� （北陸学院、石川県輪島市他）
　　18㈪～20㈬　第５回教員リフレッシュ研修（合宿）
� （奈良県洞川温泉）
　　21㈭　　　　第69回全国大学部会研究集会
� （ホテルエミシア札幌）
　　21㈭～22㈮　第15回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　25㈪～26㈫　第５回中小規模学校連携協力懇話会
� （同志社中学校・高等学校）
　　28㈭～29㈮　�第５回キリスト教活動担当事務職員研

修会�（東北学院大学五橋キャンパス）
　　29㈮　　　　第12回大学新任教員研修会
� （オンライン）
９／５㈮～６㈯　第11回全国事務局長・事務長会議
� （福岡女学院大学）
10／23㈭～24㈮　第67回中高研究集会（関西学院高等部）
11／７㈮～８㈯　第67回学校代表者協議会�（青山学院）

申込期日間近の夏期研修（全国研修）

７／11（金） 締切り
・第5回中小規模学校連携協力懇話会
� （8／25〜26）

７／22（火） 締切り
・第69回全国大学部会研究集会（8／21）

７／25（金） 締切り
・第12回大学新任教員研修会（8／29）
・第11回全国事務局長・事務長会議
� （9／5〜6）

７／28（月） 締切り
・�第5回キリスト教�
活動担当事務職員�
研修会（8／28〜29）

北海道原爆被害者の会1959.6.25

「被爆の証言と原爆展」
（2015～ 於北海道庁ロビー）

北
星
学
園
大
学
一
般
教
養

公
開
講
座（
１
９
９
３
年
１
月
）

左）著者　中）越智晴子氏
右）Katy G. Brown先生

（米国マンチェスター大学）

　
６
月
の
定
時
総
会
が
実

り
豊
か
な
時
と
な
り
ま
し

た
こ
と
を
感
謝
を
持
っ
て

ご
報
告
し
ま
す
。
戦
後
八

十
年
を
迎
え
た
今
も
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
が
連
帯

し
、「
平
和
」
に
つ
い
て

性
」「
国
際
性
」
を
基
調

と
し
て
、「
平
和
学
」
＋

α
の
教
育
実
践
に
引
き
続

き
励
ん
で
い
き
た
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

学
校
法
人
北
星
学
園
Ｈ
Ｐ

「
北
星
学
園
平
和
宣
言
」

学
び
、
実
践
し
て
い
く
歩

み
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
夏
期

の
種
々
の
研
修
会
が
、
参

加
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
と
っ

て
有
意
義
な
出
会
い
と
学

び
の
場
と
な
り
ま
す
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。

�

事
務
局
長同盟ＨＰ研修案内欄→

会館の全景


